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第1章　 緒言並に文献

外科的疾患の病態生理が明 らかに され るに

つれて大量の輸血が行 われ るようにな り,適

応の範囲 も増大し,さ らに手術 の目ざましい

進歩は輸血の需要を際限 な く拡大 してきた.

輸血が外科手術の進歩に貢献す るところ極め

て大であることは改めてい うまで もな く,輓

近外科手術の進歩は麻酔の発達 と大量輸血 の

施行によるもの と考えられている.し か しな

がら,こ の極めて有効 なる輸血 も一面におい

て種々副作用のあることは見逃 し得ない とこ

ろである.

現在輸血時副作用 として挙げ られてい るも

のは色々あるが,大 部分 の ものはその本質が

未だ究明され るにいたつてお らず,従 つてそ

の防止法1)-5)も極めて消極的であ る.

適合輸血の際にみ られ る種々の副作用の う

ちのーつとして過敏性 副作用が挙げ られてい

る.輸 血時副作用 の うちにいわゆ る過敏症 と

解すべき.症状 の発現す る場合があることは屡

々報告されてお り6)7),輸 血 による過敏症 の

危険を警告 してい るもの も少 くな い8)9).し

かし,こ れ らの臨牀報告例 の大多数は単にそ

の症状がいわゆ る過敏症 の症状 と外観的に類

似しているので,漫 然 とこれを過敏症であろ

うと推定 しているにすぎず,そ の論 拠 は 薄

弱 な も の で あ る. Ottenberg & Kaliski10),

Fortuine and FerrylI), Hegler12), Pember

ton13)等 は 輸 血 後 に 引 き 続 き,ま たMarie14)

(1916)は 人 血 清 の 注 射 に よ つ て と も に 血 清

病 に 類 似 の 症 状 の 発 起 し た の を 報 告 し て い

る.

ま たPepper & Nisbet15), Ottenberg &

 Libmannl6), Metzler17), MacLachlan18),大 里19),

丸 茂20)等 は 反 復 輸 血,こ と に 同 一 給 血 者 よ り

の 反 復 輸 血 に よ り 重 篤 な 副 作 用 を 生 ず る と 報

告 し,ま たBottner21), Bowcock22), Beth Vin

cent23)等 は 悪 性 食 血 の 治 療 の 際 の 反 復 輸 血 は

受 血 者 を 感 作 の 状 態 に し,い か な る 血 液 の 輸

血 に 対 し て も異 常 反 応 を お こ す よ う に な る と

し,こ れ を 過 敏 症 反 応 と認 め る と 述 べ て い る.

他 方Levine and Segall24), Burger25), Bon

hoff26), E. Cornils27)等 は 以 上 の 諸 説 に 反 対

し,こ の 際 の 過 敏 症 は 全 く そ の 症 状 の 類 似 の

上 か ら 考 え た 想 像 に す ぎ な い と し て お り,

Laqua und Liebig28)も ま た こ れ を 過 敏 症 と

認 む べ き で な い と い つ て い る.ま たOchsner

 and Boitel29)等 は 経 験 よ り し て,反 復 輸 血 に

よ り過 敏 症 は 少 く と も 給 血 者 を 異 に し,血 液

型 判 定 が 正 確 で あ れ ば 起 ら な い と 述 べ て い る.

こ の よ う に 諸 説 紛 々 と し て 錯 乱 し て い る 状 態

で あ つ た が,白 井30)は 輸 血 に 因 つ て 起 る べ き

過 敏 症 の 系 統 的 な 実 験 的 研 究 を お こ な い,感
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作 海〓 に 同 一抗 原 含 有海〓 血 液 を輸 注す る こ

とに よつ て過 敏症 を起 さしめ得 た といつ て い

る.

この過 敏性 副作 用 の防 止 に関 して は 古 くよ

り種 々の 研究1)-5)が な され て い るが,こ れ ま

で 確 定的 な 方 法は 見 られ な かつ た.と ころ が

さ きに,教 室 の前 田31)はOuropan-Soda麻 酔

に 過 敏性 シ ョ ック抑 制作 用 の あ る ことを認 め,

そ の作 用機 転 は 抗原 抗 体 の結 合 の疎 鬆化 を 第

一 義 とし,第 二 義的 な もの として全 身過敏 症

発 現物 質 た るア セチー ル コ リンに対 す る抑 制

作用 もあげ うる こ とを 実証 した.次 いで教 室

の北 山32)はThiobarbital系 のS. Thiopentot

halで あ るRavonal(以 下Raと 略 記 す る)

及 び抗 ヒン タ ミン剤た るAnergen(以 下An

と略 記 す る)が 輸血 時 の過 敏性 副作 用 に対 し

て有効に作用することを証明した.

全 身麻酔が血清過敏症の発現に対 して抑制

的に作 用す るとの報告は 従 来 より多数み られ

るが,そ の作用機転の解釈は異つてお り,或

は抗原抗体 の結合を阻害す るもの とし,或 は

麻酔が脳,神 経 の感受性を軽減せしめるため

であるとし,ま た単に中枢神経系の感受性減

少に よるだけでな く,さ らに血液の理学的性

状の変化を招来す るために よるものであ る等

と種々述べ られている.い ま諸家に より発表

された諸種麻酔剤の血清過敏症に対す る抑制

効果 を表示す ると第1表 の如 くであ る.

第2表

また,一 方抗 ヒスタ ミン剤が抗 ヒスタミ ン

作用 と同時に抗アナフ ィラキシー作用を有す

ることは衆知の ことであ るが,そ の作用機転

に関 しては まだ不明の点が多い.し か るにそ
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の全身過敏症発症の抑制効果に関 しては多数

の学者によ り臨牀的 に,或 は動物実験に よつ

て承認されてい るところであ る. 1953年Bar

rata34)は臨牀的に輸血 の際に非溶血性の副作

用のある患者に輸血前に Chlor-trimetonを 与

えることによ りその副作用を抑制 し得た と報

告している.

私は静脈麻酔剤 としては前記Raを,抗 ヒ

スタミン剤 としてはAnを 用いたが,こ のAn

はHalPern35)が 作 成 した3015 R・Pと 同一

のものである.

私はこれ らの薬物の過敏性副作用防止に対

する効果を再認す ると同時に,そ れ らの際 に

おける血清蛋 白分屑 の変動 を追及し,そ の作

用機序を究明せん として本研究を企てた.こ

の実験を進め るに当 り,ま づ予備実験 として

血清全身過敏症発症時 の血清蛋 白分屑を調べ,

これらの薬物でこの発症を抑制 する場合にこ

れら分屑が いかな る影響を受け るかについて

実験を進めることとした.

第2章　 Ravonal, Anergenが 血清 全身

過敏症の血清蛋白分屑 に及ぼす

影響についで

第1節　 緒言並に文献

本章では予備 実験 として, Ra(静 脈内),

 An(皮 下)注 射が牛血清に よる全身血清過敏

症発症に対していかな る作用を もつか とい う

ことについて実験す るとともに,そ の際の血

清蛋白分屑の変動を観察した.す でにTiselius

装置を用いる電気泳動法に よつ て免疫,或 は

感作された動物の血 清蛋 白分屑は多数 の学者

によつて追及 されてお り,石 川 青木35)は薬

物感作によ り,荒 木 ・中沢36)は臓 器フ ォス フ

ァチ ッドを用いて感作す ることに より増加 し

た γ-globは 誘発注射に よつて減少す ること

を認めている.こ れ らの報告 よ り当然牛血清

で感作す ることによ り γ-globは 増加 し,そ

の再注射によつ て減少してゆ くであろ うこと

は考え得 るが,本 章では それがRa, An に よ

つていかなる態度を示すか に つ い て実 験 し

た.

第2節　 実 験 方 法

1)　 実験材料:　 白色成熟家兎,体 重2kg

前後の ものを用いた.使 用牛血清は牛の頸動

脈 より無菌的に採取 した血液を一昼夜冷蔵庫

にお き,遠 心沈澱にて血清 を と り,そ れ を

54℃ 恒温にて30分 間保ち非働性 として使用

した.

2)　 前処置:　 比較的高い沈降素価 を うる

目的で,Pro kg 2.0ccの 牛血清 を2日 間隔で

3回 耳静脈 よ り注入感作した.

3)　 全 身過敏症の観察:　 感作処置終了後

21日 目に緒方氏稀釈沈降反応をお こない,結

合帯を求め,偏 側頸動脈にカヌーレを挿入 し

てKymographion上 に血圧 曲線 を描記せしめ

なが ら,結 合帯相 当量の抗原を再注射し,血

圧下降度 よ りこれを観察した.結 合帯 相当量

は次の式に よ り求めた.

結合帯相当量cc=推 定血液量(体重g/13)cc÷結合帯

4)　 前 記薬 物 の使 用 はRavonalに お い ては

1.5%水 溶 液 を用 い,抗 原 再 注射 前 に静脈 内

麻 酔 に よつ て深麻 酔に 導入 し,ま たAnergen

にお い ては 再注 射 前30分 にPro kg 3mgを 皮

下 に 注射 した.

5)　 電 気 泳動 の 検査

〔A〕　電 気 泳 動研 究会 の規定 に 準 拠 して

血 清 をM/10Na2 HPO4 9容, M/10 KH2PO4

 1容 の混 合燐 酸緩 衝液 で3倍 に稀 釈 し,同 緩

衝 液 を2倍 に 稀酸 した もの500ccを 外 液 とし

て,セ ロ フ ァン膜 を以 て氷 室 内 にお い て一 昼

夜 透 析 した.

〔B〕　泳動 に は 日立 製HT-B型 チ ゼ リウ

ス泳動 装 置 を用 い た.

〔C〕　操作 条 件 として水 槽 温度16℃ 以

下,電 圧90V乃 至120V,電 流9mA乃 至12mA,

泳 動 時間40分 乃 至60分,Diagonal-slit傾 斜

角30度.

〔D〕　下 降 脚 の所 見 よ り重量 法 に よ り各

分 屑比 率 を算 出 した.

〔E〕　総 蛋 白量 は プ ル フ リ ッヒ漬 浸屈 折

蛋 白計 を使 用 した.同 時 に使 用 せ る 日立 蛋 白

計 との間 に は有 意 の差 は認 め られ なか つ たが,
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硫 酸 銅 法 は そ の値 梢 々低 く有意 の差 を認 め た.

〔F〕　以 上 の方 法に よ り総 蛋 白量,Albu

min(以 下Aibと 略 記 す る)%, α-Glob%,

 β-Glob%, γ-Glob%, A/Gを 算 出 した.

6)　 観 察 方法:実 験 動物 を次 の3群 に分

ち,各5例 宛 につ きそれ ぞれ 感 作 前,感 作 処

置終 了後21日 目,再 注 射 後30分 目及 び3時 間

目の4回 に つ いて採 血 し分 離 した血 清 に つ い

て前 記 各 項 の消 長 を検 討 した.

〔1〕　対 照 群

〔2〕　ア ネルゲ ン使 用 群(以 下An群 と

略記)

〔3〕　ラボ ナー ル使 用 群(以 下Ra群 と

略 記)

第3節　 実 験 成績

実験 成 績 を 示せ ば,第2, 3, 4表 の如 くで

あ る.本 表 を通 覧す れ ば明 か な る如 く,主 要

な る変 動は γ-Globの みで, Alb,α-Glob及

び β-Globに は 大 した 変 動が な い ので,以 下

血 清 γ-Glob%,総 蛋 白量 及びA/Gの3項 目

につ い て のみ記 述 す る こ と とす る.そ うして

便 宜 上,そ れぞ れ3群 に つ き各5例 宛 の平均

値 を と り,こ れ を グ ラ フ として示 せば第6図

a, b, cの 如 くで あ る.

1)　 全 身過敏症時におけ る血圧の変動:

第2表　 血 清 過 敏 症 対 照 群

対照群に誘発注射を行つた際におけ る血圧

の変動を示せば第1図,第2表 の如 く,血 圧

降下度は最小44～ 最大79mmHgで 急峻な血

圧下降を示したが, An群 において は血圧降

下度は最小12～ 最大27mmHgで 緩徐な血圧

曲線を示し(第2図,第3表),ま たRa群 で

は血圧降下は殆 どな く最小2～ 最大15mmHg
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第3表　 血 清 過 敏 症 ア ネ ル ゲ ン 群

第4表　 血 清 過 敏 症 ラ ボ ナ ー ル 群
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にすぎない(第3図,第4表).

第6図　 血 清 過 敏 症 シ ョ ッ ク(家 兎)

a)　血 清γ-Glob%の 変 動 b)　血清総蛋白量の変動 c)　血 清 中Alb/Globの 変 動

第1図　 血清過敏症　対照例

第2図　 血清過敏症　アネルグン使用例

第3図　 血清過敏症　ラボナール使用例

2)　 血清 γ-Glob%の 変動:

第6図aに 示す如 く3群 何れの場合におい

て も感作後では感作前に比 し γ-Glob%の 著

明の増加を示している.

対照群においるては再注射30分 後すでに著し

く減少 し, 3時 間後には概ね再注射前の価に

戻 り,増 加の傾向を認めない.こ れに反して

An群 では 再注射後30分 では γ-Glob%の 減

少を認め るも, 3時 間後では僅かに増加傾向

を示し, Ra群 では再注射後30分 では γ-Glob

%は 多少減少す るが, 3時 間 目では注射前の

値,或 はそれ よ り増加す る傾向にある.

3)　 総蛋白量の変動:

第6図bに 示す如 く, 3群 ともに感作後で
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は感作前に比 し総蛋 白量は増加 の傾向を示し

ている.

対照群では再注射後減少 し, 3時 間後 にお

いても増加の 傾向はみ られぬ.こ れ に 反 し

An群 においては再注射後30分 では総 蛋白量

の減少をみるが, 3時 間後には増加傾向 を示

す.Ra群 では再注射30分 後多少減少す るが,

 3時 間後にはほぼ再注射前の値に復 してい る.

4)　血清中A/Gの 変動:

第6図cに 示す如 く, 3群 ともに感作後に

は減少する.

対照群では再注射後著 し く増加 し, 3時 間

後には感作前の値に近 くなる. An群 では再

注射後30分 には増加す るが, 3時 間後には減

少の傾向を示し,こ れに反 しRa群 において

は再注射後30分, 3時 間 ともに殆ど変動 を認

めない.

5)　 正常 家兎血清蛋 白分 屑像は第4図 の如

くである.感 作注射後 の像は第5図 の如 くで,

第4図 ではAlbと α-Globが 劃 然 とは 分 離

し難いが,第5図 においては この両者は劃然

と分離してい る.家 兎血清には この よ うな場

合が比較的多数にみ られた.

第4図　 正常家兎血清の電気泳動像

第5図　 感作家兎血清の電気泳動像

第4節　 小 括

以上の実験を小括す る と,正 常家兎では感

作することに よつて γ-Glob%及 び血清総蛋

白量の増加 とA/Gの 減少が 認め られ るが,

再注射に よつて γ-Glob%及 び血清総 蛋白量

の減少 とA/Gの 増加をきたす.そ して血清

過敏症発症の際の この血圧下降及び血清蛋 白,

と くに γ-Glob%の 変動はAn, Raに よ り抑

制 され るが,な かで もRa全 身麻酔において

と くにその抑制作用炉顕著であ る.

第3章　 Ravonal, Anergenが 輪血の過

敏性副作用 時におけ る血清蛋白

分屑 に及ぼす影響について

第1節　 緒言並に文献

第2章 においてRa及 びAnが 家兎 の血清

過敏症た る血圧下降を抑制す るとともに,そ

の際に起 る血清蛋 白分屑の変動 をも抑制す る

ことを認めた.

1917年Jeanbrau et Giraud37)は かつて抗

破傷風血清の予防 注射を受けた者を給血者 と

し,同 一血清の注射 を受けた後15日 を経過し

た負傷 者に輸血を行つた ところ,受 血 者が即

死した例 を報告 してい る.し か し)Emile-Weil

et Isch Wall38)は1923年 抗肺炎血清の注射

を受けた2人 の肺炎患者について 上記Jean.

 brau et Giraudの 報告例 と同様の状態の下に

輸血を行つたが,両 人 とも異状な く輸血に耐

えた と述べている.

しか しなが らこれ らの事実は輸血法の実施

応用上極めて重要視 されねばな らぬ ことであ

る.な ぜなれば最近,と くに第二次世界大戦

終了以後予防衛生,免 疫療法が急速に発達 し,

それに伴 い諸種の治療血清の応用せ られ る場

合が甚だ多 く,そ の他刺戟療法 として諸種 の

蛋 白体等抗原性 を有す るものの非経 口的使用

が極めて広いため,此 の種の感作的処置を受

けた個体間に輸血を行 うべ き場合 も甚だ多い

もの と考慮 され るか らであ る.従 つて此の際

の副作用防止の問題は甚 だ重要であ る.

そ こで私は本章においるては家兎を用いて実

験的に輸血に よる過敏性副作用を起 さしめ,

これがAn, Raに よつてどの ような影響を受

け るかについてしらべ,ま たその際 の血清蛋

白分屑の変動を追及す ることとした.
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第2節　 実験方法

1)　 実験動物:　 前章 と同様に して行つた.

2)　 給血家兎には,そ の血球が受血家兎血

清に よつて凝集せぬ ものを選び,受 血 家兎の

静脈内にpro kg 5ccの 牛血清 を注射 し,約

5時 間後輸血に供 した.

3)　 過敏性副作用発現の観察　 前章同様

感作 家兎を3群 に分つ て観察 した.受 血家兎

として,前 記牛血清にて感作処置後22日 目に

緒 方氏稀釈沈降反応を行 い,結 合帯の高 いも

のを選び,偏 側頸動脈 に カヌー レを挿 入 し

Kymographion上 に血圧 曲線を描記せ しめな

が ら,給 血家 兎よ り結合帯相当量の抗原含有

血液を採血 し輸血に供 した.ま た輸血直前に

Raに よる深麻酔,或 は輸血前30分 にAnの

pro kg 3 mgを 皮下に注射 して,無 処置の対

照群 とその経過を比較観察 した.

4)　 それ らの際におけ る電気泳動検査は前

章 同様にして行 つた.

第3節　 実 験成 績

実 験成 績 を示せ ば,第5, 6, 7表 の如 くで

あ る.本 表を 通覧 すれ ば 明か な る如 く,主 要

な る変動 は γ-Globの み でAlh, α-Glob,及

び β-Globに は 大 した 変動 が ない ので,以 下

血清 γ-Glob%,総 蛋 白量及 びA/Gの3項 目

につ いて の み記 述す る こ ととす る.そ うして

便 宜上,そ れ ぞれ3群 につ き各5例 宛 の平均

値 を と り,こ れ を グラ フ として 示せ ば第10図

d, e, fの 如 くで あ る.

2)　 輸血 の過 敏性 副作 用 時 におけ る血 圧 の

変動.

第5表　 輸血時の過敏性副作用　対照群

対照群に抗原含有家兎血液を輸血 した際の

血圧を示せば第7図,第5表 の如 く,血 圧降

下度は最小38～ 最大81mmHgで あつて急峻

な血圧下降を示し,5例 中1例 の死亡を認め

た. An群 においては血圧 降下度は最小10～

最大24mmHgで 緩徐な血圧曲線を示し,死

亡例はな く(第8図,第6表),ま たRa群

では血圧下降は最小4～ 最大15mmHgに す
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第6表　 輸血時の過敏性副作用　アネルゲン群

第7表　 輸血時の過敏性 副作用　 ラボナール群
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ぎず,死 亡例はない(第9図,第7表).

第10図　 輸 血 時 の 過 敏 性 副 作 用

d)　血 清 γ-Giob%の 変 動 e)　血清総蛋白量の変動 f)　血清中albの変動

第7図　 輸血の過敏性副作用　対照例

節8図　 輸血の過敏性副作用　 アネルゲン使用例

第9図　 輸血の過敏性副作用　 ラボナール使用例

2)　 血 清 γ-Glob%の 変動

第10図dに 示す如 く,対 照群においては,

抗原含有 家兎血液 の輸血 後血清 γ-Glob%は

著 し く減少 し, 3時 間後に も増加の傾向 を示

さない.し か るにAnで は輸血 後30分 では

γ-Glob%の 減少をみ るが, 3時 間後ではやや

増加 して いる.Ra群 では輸血後30分 に軽度

減少 を認め るが, 3時 間 目にな るとほ ゞ元 の

,値 に近 い状態 に復 してい る.

3)　 総 蛋白量 の変動

第10図eに 示す如 く,輸 血後30分 では, 3

群 ともに血清総蛋 白量は減少してい るが,そ

の程度はRa群 が最 も軽度で,対 照群におい

て最 も著しい.両 者の中間がAn群 である.

しか し3時 間後においてはRa群 では増加

傾向にあ り, An群 では30分 後の価に等 しい

のにかかわ らず,対 照群では全 く増加 の傾向

を認めない.

4)　 血清中A/Gの 変動:

第10図fに 示す如 く,対 照群では抗原含

有家兎血液 の輸血後30分 で血清中A/Gは 著

し く増加し, 3時 間後には軽度に減少す る.

これに反してAn群, Ra群 では30分 後やは

り増加しているが,そ の程度が少 く, 3時 間

後 も殆ど変化 しない.

第4節　 小 括

感作家兎に抗原含有家兎血液を輸血す るこ

とに よつて過敏性副作用 を 起 す が,そ れ ば

. Anに よつて中等度に,Raに よつて顕著に抑

制 し得 るものであ る.こ の過敏性副作用発現

に際 して血清蛋 白分屑 中 γ-Glob分 屑は著明

に減 少し,総 蛋白量 もまた減少す るものであ

るが,こ れ らは同様にAn, Ra によつて抑 制

され得 ることを,明 瞭に認め ることができた

(第10図).

第4章　 総括並に考按

生体生存のための一防禦法 としての免疫は

血清Globulinの 量的,或 は 質的変化に基づ
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くものといわ れ て い る.す なわ ちTiselius39)

及びStenhagen40)等 に よつ て血 清 蛋 白が精 細

にAlb, α-, β-, γ-Globと 分 劃 され るに お

よび,こ の γ-Globが 抗 体 と密 接 な 関係 を 有

するこ とが 分つ て来 た(Tiselius & Kabat41)).

またPappeti heimer & Lundgren42)に よれ

ばある種 の抗 体 はα-Glob中 に 存 す る もの で

あろ うと もいわれ て いる が,現 在 では 抗体 は

Tiseliu等 の述 べ てい る 如 く γ-Globに 最 も

密接 な関係 を有 す る もの で あ ろ うと され て い

る.

健全家兎の血 清蛋 白分 屑値 はSeibert43),不

破44),石 川 青 木45)等 に よ り井求 め られ てい る

が.そ れ ぞれ成 績 を異 に している.そ れ は緩

衝液の種 類,水 素 イ オン濃度,イ オ ン強 度等

が相違 してい るた め で あ ろ うが,私 の得 た 成

績はSeibert,不 破 等 の 報ず る 数 値 の ほ ぼ 中

関に位 し,石 川 青木 の報告 と大 体 一致 す る

ものであつた.こ の よ うな数値 を 示す 正常 家

兎の血清蛋 白分 屑 は感 作注 射 を施 す こ とに よ

つてやや著 明 な変化 を受 け る もの で あ る.す

なわち最 も著 明な 変動 を 示す のはGlobで あ

る. Albと α-Globと の和 に は大 した 変化 は

認め られ ないが,百 分 率 に お いるて は 感 作 後

Albが 減 少を きた して い る.第4図 及 び第5

図に示す如 く, α-Globは 感作 前 で はAlbか

ら分離不能 であ つた 例 が数 多 く見 られ たが,

感作後は明瞭 に 分離 され て い る.こ れ は泳 動

条件等を厳 密 に吟味 しな けれ ば 断定 は 下 し得

ない もので あ るが,興 味 あ るこ とで あ る. β-

Globは 増加 す る もの もあ り,減 少 す る も の

もあ り一定 の傾 向 を示 しているな い ので,感 作

との関係を認 め る ことはで きな いが,ひ と り

γ-Globの みは 感作 に よつ て明 らか に 増 量 し

ているこ とが認 め られ た.従 つ て 感作 後血 清

総蛋白量 の増加 の傾 向 を 示 す こ とは γ-Glob

が大 きな役割 を 演 じて い る もの と考 え られ る

のであ る.

Tisalius装 置 を用 いるる電 気 泳 動 法 に よつ て

細菌毒素を もつ て 免疫 された 動 物 の血 清 蛋 白

質諸成分の増 減,或 は 免疫 体 と血 清 分屑 を探

求す る研究 はLandsteiner & Karl46), Gru

bar & Pierre47), Kabat & Mayer48)等 の欧

米諸家によつてお こなわれた ところであ り,

近来わが国において もこの分野の実験が創 め

られ,鶴 見49),田 中50)等はそれぞれ結核菌及

びチ フス菌を もつて免疫 した海〓 及び家兎に

おいて γ-Globの 増加 した ことを報告 してい

る.し か し感作に よる抗体の産生量 と蛋 白分

屑の変動 との関係については殆ど観察が行わ

れていない ようで,私 はこの実験を行いるつつ

あ る間で荒木 中沢36)及び青木 ・石川35)の報

告をみたにすぎない.

また緒方51は 家兎抗体 の研究において,感

作家兎血 清中の分離抗体は γ-Glob群 に属 し,

電気泳動分離法では 家兎抗 体 は 殆 ど γ-Glob

に局在す ることを立証 してい る.

私 の実験で家兎を感作す ることに よつて,

血清蛋 白分屑の うちで γ-Glob%は 明かに増

加 し,総 蛋 白量 は症 例 に よつ て は(No. 3,

 No. 8, No. 12, No. 25)変 化のないものもある

が,多 くは増加の傾向 を認 めた.こ れは上述

の諸氏の研究成績か らして充分考え うること

であ る.

さらに血清に よる家兎の全 身過敏症発症 に

対 するRa, Anの 影響につい て実験 した結果

は,両 薬物 ともに過敏症の発症を抑制す る作

用があ ることを 認め たが,Raに おいて と く

に顕著であつた.そ してその抑制効果 は麻酔

深度に比例 してお り,麻 酔深度が浅 くなるに

つれてその抑制効果 も減少 して くるが,こ の

ことは教室の前田31,北 山32)も主張 している

ところで ある.前 述の如 く,家 兎を感作 する

ことに よつて増加 した γ-Globは 誘発注射 を

行 うことによ り激減 して くる ものであ るが,

Raの 深麻酔中に誘発注射 を行 つた もめにお

いては30分 後僅かに γ-Glob%の 減少をみる

にすぎず,時 間の経過 とともに直ちに誘発注

射前 の値 に戻 り,な かにはか えつて増加をみ

るもの もある.教 室の前田52)は感作家 兎に誘

発注射を行 つた際,そ の直後には沈降素価は

著 し く減少 してお り,短 時間の観察において

は沈降素価 の増加を認めないるが,こ の誘発注

射の際 にRaを 用いて麻酔 していた ものでは
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時間 の経過につれて速かに沈降素価の増加を

認 めてい る.こ の ことは 私の実 験 におけ る

γ-Globの 消長 と軌 を一 に してお り.興 味あ

るところであ る.す なわち誘発注射後30分 で

は未 だ抗原抗体 の遊離が充分 でないが,そ の

後抗原抗体 の遊離がす ゝむ と同時に,誘 発注

射 に より動員 された組織蛋白中の抗体が流血

中に遊離 されているるため γ-Glob%が 注射前

よ り増加 して くるもの と考えられ る.従 つて

既 述の如 きRa麻 酔は抗原抗体 の結合を疎鬆

化す るとい う前田の実験成績 によ く合致 して

い る.

抗 ヒス タ ミン剤は能働性並に非働性 アナフ

ィラキシーに対 して著明な防禦効果 を示す こ

とはい うまで もない ところで あるが,今 日ま

での研究では,抗 ヒスタ ミン剤は沈降素価,

補 体 価(Arbesman, Koepf & Miller53),酒

井54)),或 は抗体産生(Leya55))等 に対 して

は何等変化 を与える効果を もたない もの とさ

れ てお り,そ の効果は専 ら抗原抗体反応 の結

果,遊 離 された ヒスタ ミン乃至は アセチール

コ リン(中 村56),三 沢57))等 の薬理学的活性

物質の作用に拮抗す るためであろ うといわれ

てお り,そ の論拠は未だ充 分 な もの で は な

い.

本編 の実験 において 抗 ヒスタ ミン剤 た る

Anは 家兎の血清過敏 性反応 とか,輸 血時 の

過敏性副作用におけ る血圧下降をRa程 顕著

ではないが,か な り抑制 してい る.こ の際の

血清蛋 白分屑の変動を しらべた結果では,感

作 によつて増加 した γ-Glob%は 誘発注射後

30分 目においてAn群 で は対照群に比して

減少の程度が明かに軽度であ る.し か るにこ

の減少 した γ-Glob%も 時間の経過につれて

比較的速かに増加 してゆ き,誘 発注射前の値

に近づ いてゆ くものであ る.こ れに反 して対

照群では 誘発注射に よつて 減少 した γ-Glob

%は 短時間 の観 察では殆 ど増加の傾向を示 さ

ず, 3時 間後 もます ます減少 している.こ の

γ-Glob%の 増減が血清中の抗体値を察知せ し

め得 る ものであ ることは前述 の如 くであ るが,

誘発注射に よつて井一旦減少 した γ-Glob%が

短時間の うちに速かに回復 してゆ くことか ら

考えて この抗 ヒスタ ミン剤た るAnの 呈す る

血圧下降抑制作用は抗体 と抗原の結合を疎鬆

化 し,分 離 し易 い ものに してお るために よる

ものとも考え得 るのである.

第5章　 結 論

私は家兎の血清過敏症及び輸血時の過敏性

副作用に対す るRa, Anの 抑制作用 について

実験 し,次 の結論をえた.

1)　 牛血清の非働性感作に より家兎血清中

総 蛋白量の増加,と くに γ-Glob%の 増加す

ることを認めた.

2)　 Ra,或 はAnは 血清過敏症に よる血圧

下降 を抑制す るが,そ の抑制効果はRa深 麻

酔時 に おい て と くに著 し く認 め られた.

3)　 血 清 過敏 症 を誘 発 す る こ とに よつ て,

γ-Glob%は 著 明に減 少 し, 3時 間 まで の観察

に よつ ては増 加 の傾向 は認 め られ な い.し か

るにRa,或 はAnを 予め 与え て お くことに

よつ て,こ の γ-Glob%の 減 少 は あ る程 度抑

制 し得 る もので あ り,し か も一 旦 減 少 した

γ-Glob%も 時間 の経 過 と と も に 比較的 速 か

に 回復 してゆ く.こ の効果 は と くにRa使 用

例 にお い て顕 著 に認 め られ た.

4)　 輸血 時 の過 敏性 副作 用 に よる血 圧 下降

はRa,或 はAnに よつ て抑 制 で き るが,そ

の抑制 効果 はRa深 麻 酔時 にお い て と くに 顕

著で あ る.

5)　 輸 血 時 の過敏 性 副作用 の際 にはγ-Glob

%は 著 明 に減 少 し, 3時 間 まで の観察 で は増

加 の傾 向は み られ ないが,Ra,或 はAnを

予 め与 え る こ とに よ り,こ の γ-Glob%の 減

少 は あ る程 度 抑制 し得 る もので あ り,し か も

と くにRa使 用例 にお い て顕著 で あ る.そ し

て,一 旦減 少 した γ-Glob%は 時間 の経 過 と

と もに 速か に 旧値 に復 して ゆ くもので あ るが

この作用 もと くにRa群 に おい て顕著 で あ る.

擱筆す るにあたり御懇篤なる御指導御校閲を賜 り

たる恩師陣内敎授,並 に御敎 示を頂いた衛生学敎 室

緒方敎授に謹んで感謝の意を表す.
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Experimental and clinical studies on the changes and their

 inhibition of the serum protein fractions as the

 by-effects, by blood transfusion.

Part 1. Experimental and clinical studies on the changes and

 their inhibition of the serum protein fractions as the

 anaphylactic by-effects by blood transfusion.

By

Ayao Akamatsu

A  preliminary study was made on the experimental serum anaphylaxis and the followings

 were observed. The γ-globulin was decreased by shock, but. the decrease was inhibited by

 using of intravenous anesthetics (Ravonal) or antihistamic drugs (Anergen). This was quite

 similar and parallel to the changes of hypotension which was caused by the reinjection of the

 antigen and inhibited by Ravonal and Anergen.

When the anaphylactic by-effects were experimentally caused by trapsfusion of the rabbits

 blood with antigen to the sensitve rabbits, a severe-hock resulted and γ-globulin decreased

 remarkably. By using of Ravonal or Anergen at that time, however, there was seen an in

hibition of the decrease of γ-globulin as well as of the hypotention.


